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講 演（単） 

 

 

講 演（単） 

 

講 演（単） 

 

 

講 演（単） 

 

 

講 演（単） 

 

 

 

「西濃の古墳時代」岐阜県大垣市古代史講座、大垣市歴史民俗

資料館 

 

「現地説明会『上ノ塚古墳』」令和５年度福井県若狭町第一回歴 

史環境講座 

 

「若狭の古墳の特色」令和五年度花園大学歴史博物館秋季企画展フォ

ーラム 

 

「あらためて問う。前方後円墳から何が語れるか？」向日市永守重信

市民会館第二会議室

 

「松本古墳の埴輪と倭王権」福山市西部市民センター多目的室

 

「大王墓の埴輪」令和五年度世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」の魅力

を味わう市民講座、羽曳野市立陵南の森公民館 

 

「王権の埴輪生産と古代吉備勢力」岡山シテイミュージアム４階講義

室 

 

「進む若狭・越前の古墳研究と近江の古墳」高島市歴史講演会、今津

東コミュニティセンター 

 

 

 

2023．6・7 

 

 

2023．9 

 

 

2023．10 

 

 

2023．10 

 

 

2023．12 

 

2023．12 

 

 

2024．1 

 

 

2024．2 

 

 

 

 

 


